
県民の命と暮らし、医療を守るための共同メッセージ 

－「緊急事態宣言」の発令にあたり－ 
 

県民の皆様には、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に御理解と御協力をいただき、

心より感謝申し上げます。 

また、医療や感染症対策に従事する方々をはじめ、私たちの生活を支える仕事に従事す

る方々など、感染リスクに直面しながら最前線で御尽力いただいているすべての皆様に、

心より感謝申し上げます。 

本県の１日当たり新規感染者数は連日過去最高を更新し、１００人を超えました。まさ

に県内全域で爆発的に感染が拡大している状況です。 

私たちは今、「歴史的な危機」に直面しています。 

自分は大丈夫だ、コロナは他人事だと思わないでください。私たち一人ひとりが、この

危機的な事態を自分のこととして受け止めなければ、感染を抑えることはできません。 

一人ひとりの命と暮らしを守り、地域医療を守るため、県民が心を一つに、一丸となっ

て最大限の感染防止に取り組んでいきましょう。 

 

１ 危機的な状況にある医療を守りましょう。 
 

  すでに医療現場には大きな負担がかかっており、更なる感染拡大でこれ以上の負担が

加わると、医療崩壊を招きかねません。感染防止を徹底し、地域医療を守りましょう。 

  また、誤解や偏見に基づく医療従事者等に対する心ない言動をやめましょう。 

 

２ 一人ひとりができる感染防止行動を徹底しましょう。 
 

  大切な家族や地域の暮らしを守るため、感染拡大を防止するための「新しい生活様式

の実践」、例えばマスク着用・手指消毒・３密回避、「みやざきモデル」による会食の

実施、テレワークや時差出勤などに取り組みましょう。 

 

３ 感染拡大を抑制するための移動自粛を徹底しましょう。 
 

  人から人への感染リスクを抑えることが重要です。可能な限り人との接触機会を減ら

すため、極力、外出の自粛や県外との往来自粛など移動自粛を徹底しましょう。 

また、思いやりの心をもって、親しい友達と会うことも今は我慢しましょう。 

 

４ 感染拡大防止のためのガイドライン遵守を徹底しましょう。 
 

  事業者の皆様は、感染拡大防止のためのガイドライン遵守を徹底し、安心して利用い

ただくことができるよう、今一度、十分な対策が講じられているか確認しましょう。 
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